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V 型 ATPaseの回転メカニズムの解明: 変異体 A1B1の構造解析 

The rotary mechanism of V-ATPase 
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1   はじめに 

 V 型 ATPase は ATP の加水分解エネルギーを利用

して膜を介したイオンの輸送を行う巨大な超分子複

合体である. ATP の加水分解は V1部分に 3 カ所ある

活性部位で順番に起こり、その反応の進行に従って

V1 の中心に位置するサブユニットが回転する仕組み

になっている. 

 V 型 ATPase は上記のような機能メカニズムのみ

ならず, 複合体がどのように形成されるのかについ

ても不明な点が多い . 我々はこれまでに , V 型

ATPase を構成する各サブユニットや V1・A3B3・ロ

ーターリング・DF 回転軸などの部分複合体の構造

解析を進めてきた. 

 腸球菌 V 型 ATPase の A3B3複合体には A1B1複合

体が 3 つ含まれる. そのうち 1 つだけの A1B1を取り

出した状態での構造解析を試みたが, 野生型の複合

体では結晶化中に A3B3に再構成されてしまうため、

A1B1 単独での構造はこれまで明らかになっていない。 

 本研究では腸球菌 V-ATPase の A1B1複合体の構造

解析を行い, 得られた構造から機能発現や複合体形

成のメカニズムについて議論することを目指してい

る. 

 

2   実験                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     

 変異体 A1B1の結晶化用サンプルは大腸菌無細胞合

成系を用いて発現した. X 線回折実験は波長 1.1Å で

行った. 得られた回折データは HKL2000 または XDS

で指数付け・積分・スケーリング処理した. 

 

3   結果および考察 

得られた結晶(図 1)は空間群 P212121に属していた. 

この結晶について BL-1A において回折データセッ
トを取得した.  

 

4   まとめ 

変異体 A1B1の発現精製を行い, 新たな条件で得ら
れた結晶を用いて回折データセットの収集を行った.  

現在データ解析中である.  
 

 
図１：変異体 A1B1の結晶 
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